
                            

 

 

 

 

 平成 26年 5月 23日 文責 高尾久美子 

 ４月３０日（水）平成２６年度研究委員委嘱交付式を行いました。町内

小中学校１２校から１名ずつ、梶原正孝教育長より委嘱状が交付されまし

た。 

 同日に第１回研究委員会を行いました。昨年度に引き続き富士山学習を

中心に研究していきます。今年度、特別研究委員として委員長に船津小の

小俣欽司先生、副委員長に小立小学校の深澤隆仁先生・河口湖南中の梶原

斉先生に中心となって活動していただきます。 

 話し合いでは、昨年度の富士山学習の内容を確認した後、今年度の方向

性として、以下の３点を確認しました。 

①前年度作成した各学校の計画に従い富士山学習を進めながら学校ごと検証を行う。 

②各校で共通して行われる教材の発掘と学習プログラムの開発・及び授業の公開をする。 

③富士山学習をより充実させるため先生方の研修会をもつ。 

 子どもたちが、世界文化遺産となった富士山についてより充実して学ことができ、富士山に誇りをも

って生活できるように研究をすすめます。 

 

      町単・組合単・期採・代替職員研修会 
 

５月１６日（金）第１回町単・組合単・期採・代替職員研修会を

センターで行いました。先生方は、職場で日々忙しい中ですが自分

のための勉強も必須です。すべては、子どもたちのためにと頑張っ

ている姿に心うたれました。 

 この日は、町校長会長である勝山小学校の渡辺冨美夫先生より激

励のお言葉をいただきました。また、６名の若い先生方にこれまで

の体験談を話していただきました。 

 先生としての資質を向上させるためには、研修会への参加、情報収集、自分なりのスタイルを見つけ

る、自分の考えをしっかりともつなど、大変参考になるお話でした。また、先生として覚えておきたい

大事な言葉も紹介されましたので、これから心に留めておこうと思いました。 

    か（感謝） き（気配り） く（工夫） け（謙虚） こ（向上心） 
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